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第3回WGアジェンダ

アジェンダ スピーカー 時間

1. これまでの議論内容と今後の進め方
• 第１、２回WGの振り返り
• 年度内の検討の進め方

事務局 3分

2.議論用基礎情報
• 本日のディスカッションポイント
• SC構造可視化/GHG排出量可視化ユース
ケースの前提条件・課題と打ち手の幅出し

事務局 7分

3.事例プレゼン
• GHG排出量可視化

• SC構造可視化

トヨタ自動車
Green x Digitalコンソーシアム
見える化WG
Resilire

10分
10分

10分

4.ディスカッション
• 途中でGHG排出量可視化についてプレゼン

全員
野村総合研究所

80分
(10分)

5.クロージング 事務局

120分

日時：令和5年2月15日13:00-15:00
場所：オンラインと対面のハイブリッド方式
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本日の内容

1. これまでの議論内容と今後の進め方

a. 第1・2回WG討議内容の振り返り
b. 上記踏まえた年度内の検討の進め方

2. 議論用基礎情報

3. 委員/オブザーバープレゼン

4. 全体ディスカッション

5. クロージング
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第1・2回議論のポイント（サマリ）

ASEANを早期に巻き込むQuick winのトレーサビリ
ティユースケース創出と、日本ならでは付加価値に
資するlong shotのデジタルを活用したものづくりプロ
セス高度化を検討
• Quick win：大義の立つGHG可視化や

SC構造可視化に資するユースケースを優先検討
• long shot：デジタルを活用したものづくりプロセ
ス高度化により、日本ならではの価値を提供

（本日討議）

デジタルを活用したノウハウ移転/キャパビルは他地
域の取組と差別化できる可能性。一方で、実現に
は暗黙知の形式知化やデータガバナンス（知財保
護含む）の設計が必要

優先ユース
ケースの創出
(≒what)

日ASEAN
共創の
方向性
(≒why
日ASEAN)

日ASEANにおけるSCデータ連携に
向けて、どのようなアプローチで進める
べきか
• ASEAN巻き込みに向けて、
どのような付加価値を訴求すべきか

GHG可視化/SC構造可視化ユースケー
ス創出に向け、どのような課題があり、
どのような打ち手が考え得るか

デジタルを活用したものづくりプロセス高
度化に向けて、どのようなことに取り組む
べきか

これまでの議論のポイント主要論点

a 第1・2回WGの振り返り
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（参考）優先ユースケース

テーマ ユースケース例

サステナブルSC GHG/

規制対応

• Tier1-2より更に上流のサプライヤ含め、Scope3を含めたカーボン排出量の可視化及び削
減

• Tier1-2より更に上流のサプライヤ含め、E2Eでの規制対応状況のトレーサビリティを可視化

SCの強靭化 SC構造/

リスク予兆/

途絶対応

• Tier1-2より更に上流のサプライヤ含め、SC構造・サプライヤツリーを可視化。SCにおけるボト
ルネック把握と、リスク発生時の影響範囲の把握、代替選定を行う

• 域内サプライヤDBを構築し、設計・製造・品質におけるプロセス・規格の標準化及び、代替
調達・生産先の探索・確保を実現

SCの効率化 SC計画/

業務の
最適化

• 複数チャネル・代理店などの販売データ、委託先の生産データ、サプライヤからの調達データ
を、E2Eで連携し、VC横断的にリードタイムや在庫を最適化

• リアルタイムの販売・需要データを起点に、需要に沿った少量多品種生産・マスカスタマイ
ゼーションを実現

エンジニアリング
チェーンの連携

設計・R&Dの
最適化

• デジタルツイン上で、OEM・メーカーが、自社系列外含むTier1-2サプライヤと共同で設計・
開発を実施し、高速・効率的な設計を実現

• 設計開発時に、必要な部品・原料を提供するサプライヤや、SW・HW機構設計が行える
デザインハウスなどを検索・マッチング

工場・ライン
最適化

• 工場・ラインデータに基づき、ライン設計や運用の最適化及び、故障の事前予知・メンテナ
ンス

サービス高度
化・新価値

物流サービス
高度化

• 顧客オーダーや需要予測に基づき、ラストマイル配送まで連携しつつ、予測配達を実施

マーケティング
高度化

• 顧客データに基づき、マーケティング高度化・設計支援

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス

⚫ 日ASEANで大義が立ちやすいトレーサビリティ系のユースケース（GHG可視化及び
SC構造化）を優先検討することを確認

a 第1・2回WGの振り返り
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本日の内容

1. これまでの議論内容と今後の進め方

2. 議論用基礎情報

a. 本日のディスカッションポイント
b. GHG排出量可視化ユースケース
c. SC構造可視化ユースケース

3. 委員/オブザーバープレゼン

4. 全体ディスカッション

5. クロージング





本日のWGのゴール
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SC構造/GHG可視化それぞれについて、
①ASEAN企業とともに、ファーストステップのユースケース創出する上
での、前提条件・課題が洗い出されていること

②上記前提条件・課題をクリアするための、
打ち手の方向性が幅出しされていること

上記を踏まえて、次回WGでは個別の打ち手の方向性を
どのように検討していくかを討議
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本日の内容

1. これまでの議論内容と今後の進め方

2. 議論用基礎情報

a. 本日のディスカッションポイント
b. GHG排出量可視化ユースケース
c. SC構造可視化ユースケース

3. 委員/オブザーバープレゼン

4. 全体ディスカッション

5. クロージング
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（参考）グローバルでの環境変化
グローバルSCにおけるCFP活用の動き

⚫ 欧米ではCFPを活用した公共調達や、CFPに関する規制が進む

実現に向けた
前提条件・
課題の棚卸

考え得る
打ち手の幅出し

取り組み意義・
ファーストステップ

Source：経済産業省 第1回CFP検討会事務局資料
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（参考）日ASEANの現在地(2/2)
ASEAN諸国のCN目標設定・取組概要

Source：Climate watch及び各国政府資料等よりBCG作成

⚫ ASEAN諸国もCN目標や2030年に向けた脱炭素目標を掲げている

シンガポール タイ マレーシア インドネシア フィリピン ベトナム

注力分野
•自然の中の都市
•エネルギーリセット
•持続可能な生活
•グリーンエコノミー
•将来の変化対応

•食品・農業
•医療・健康
•エネルギー・材料・バ
イオ科学

•観光とクリエイティブ
産業

•エネルギー
•製造業
•交通・輸送
•建設
•廃棄物処理
•水

•エネルギー・資源
•製造業
•コネクティビティ
•再生可能資源
•自然資本による新た
な市場

•政策・規制
•研究開発・イノベー
ション・テクノロジー
インフラ
教育・啓蒙活動

•低炭素成長
•グリーンな生産
•ライフスタイルの
グリーン化

CO2排出量
（2019）

0.7億t 4.3億t 4.0億t 19.6億t 2.4億t 4.4億t

CN目標
2050年以降
• 2030年：
対2005▲36%

2050年
• 2030年：
対2005▲20%

未設定
• 2030年：
対2005▲45%

2070年頃
• 2030年：
対BAU▲29%

未設定
• 2030年：
対BAU▲75%

2050年
• 2030年：
対BAU▲9%

グリーン
政策

Singapore Green

Plan 2030

Bio-Circular 

Green Economy

Model

Green

technology 

Master Plan

The National

Green Growth

Roadmap

Philippine Action

Plan for Sustainable 

Consumption and 

Production

Vietnam Green

Growth Strategy

政策の
目標年度

2012-2030 2021-2026 2017-2030 2015-2030 2019-2040 2011-2020

第1回WG資料抜粋

実現に向けた
前提条件・
課題の棚卸

考え得る
打ち手の幅出し

取り組み意義・
ファーストステップ
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本日の内容

1. これまでの議論内容と今後の進め方

2. 議論用基礎情報

a. 本日のディスカッションポイント
b. GHG排出量可視化ユースケース
c. SC構造可視化ユースケース

3. 委員/オブザーバープレゼン

4. 全体ディスカッション

5. クロージング
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本日の内容

1. これまでの議論内容と今後の進め方

2. 議論用基礎情報

a. 本日のディスカッションポイント
b. GHG排出量可視化ユースケース
c. SC構造可視化ユースケース

3. 委員/ゲストプレゼン

4. 全体ディスカッション

5. クロージング
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本日の内容

別紙、委員/オブ/ゲストプレゼン資料



26

本日の内容

1. これまでの議論内容と今後の進め方

2. 議論用基礎情報

a. 本日のディスカッションポイント
b. GHG排出量可視化ユースケース
c. SC構造可視化ユースケース

3. 委員/ゲストプレゼン

4. 全体ディスカッション

5. クロージング



(再掲)本日のWGのゴール
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SC構造/GHG可視化それぞれについて、
①ASEAN企業とともに、ファーストステップのユースケース創出する上
での、前提条件・課題が洗い出されていること

②上記前提条件・課題をクリアするための、
打ち手の方向性が幅出しされていること

上記を踏まえて、次回WGでは個別の打ち手の方向性を
どのように検討していくかを討議





次回WGのディスカッションポイント（案）
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第３回WGで幅出しした打ち手の方向性について、以下を討議
①どの打ち手を優先的に検討すべきか
②個別の打ち手を今後どのように検討していくのか

上記討議結果等を踏まえ、
本年度のWGの中間整理としてとりまとめを想定




